
富士山の北麓には「富士五湖」と総称される、「本栖湖」、
「精進湖」、「西湖」、「河口湖」、「山中湖」の五つの湖がありま
す。

これらの湖は、富士山や、富士山の北側にある御坂山地など
から流れてくる地下水流を、富士山の噴火による溶岩流がせ
き止めたことでできたそうです。そのため、噴火によって度々
数や形が変わってきました。現在の本栖湖と、精進湖、西湖
の海抜が900mで同じなのは、3つの湖が水面下でまだつな
がっているからだと言われています。
五つの湖、それぞれの様子をご紹介します。

富士山と本栖湖
（2010年12月28日）

精進湖北から
「子抱き富士」

（2010年12月28日）

精進湖

面積: 0.50km2

水深: 15.2m
海抜: 900.0m

本栖湖

面積: 4.70km2

水深: 121.6m
海抜: 900.0m

精進湖から富士山方面には手前に大室山が見え
て、富士山が子供を抱えているようなので、その景
色は「子抱き富士」と呼ばれる。

旧千円札の裏面に描かれていた逆さ富士は、本
栖湖北にある山の稜線からの風景です。

富士山山頂北西側から
見える本栖湖

（2010年7月19日）
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コブハクチョウ

西湖北毛無山から、
西湖と富士山の稜線
に頭を出す側火山
（2010年11月2日）

河口湖畔大石公園から
富士山と河口湖

（2010年12月27日）

山中湖東の明神山から
見た富士山と山中湖
（2010年12月8日）

山中湖

面積: 6.80km2

水深: 13.3m
海抜: 980.5m

河口湖

面積: 5.70km2

水深: 14.6m
海抜: 830.5m

オオカナダガン（シジュ
ウカラガン大型亜種）

西湖

面積: 2.10km2

水深: 71.7m
海抜: 900.0m

富士五湖の中で最も面積が大きい。周囲には別荘地
や研修所が多く、観光客も多い。コブハクチョウがよく
見られる。

周囲に観光地が多く、富士五湖の中でも比較的賑や
かな場所が多い湖。湖畔では、オオカナダガン（要注
意外来生物）が生息している様子が見られる。

西湖南岸は、青木ヶ原樹海の北端で、岸辺をよく見ると富
士山噴火による溶岩がここまで流れてきたことがよくわかる。
また、西湖付近からは、富士山の稜線沿いに側火山がぽ
こぽこと頭を出している様子も見える。

富士山山頂北東側から
見た朝日と山中湖
（2010年8月16日）


